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は じ め に

３月11日午後２時46分ごろ、マグニチュード9.0を記録する地震が東北地方太平洋

沖で発生し、1000年に１度という超大津波が尊い人命・家屋等を飲み込み沿岸部を壊

滅状態にしました。 この度の東日本大震災により被災された皆さまに謹んでお見舞

い申し上げますとともに、一日も早い復興を祈念いたします。

本事業の目的としては、国内の畜産経営は、依然として配合飼料価格が高止まりで

推移していることから、生産コストは上昇し、また、景気低迷による畜産物消費の減

退により畜産経営に大きな影響を及ぼしております。このようななかで、飼料につい

ては、食料循環資源の再生利用等の促進に関する法律の改正により、食品残さのリサ

イクルにおいて飼料化を最優先にすることが位置づけられ、未利用資源を活用するエ

コフィード（食品残さ等利用飼料）の生産・利用の推進がますます重要になっており

ます。

本協議会は、蔵王町にある仙台コカ・コーラプロダクツ㈱ 蔵王工場より排出され

る飲料用お茶の茶殻（平成21年度実績で年間542ｔ排出、全て産業廃棄物）と、一部

飲料用等で利用はされているが大半は廃棄処分となる同町の蔵王酪農センターから

排出される「チーズホエイ」（平成21年度実績で年間2,400t排出、内1,900t産業廃棄

物）について、飼料化及び給与実証試験を実施することにより、地域循環型エコフィ

ードへの推進を図ること、また、エコフィード給与、さらに、エコフィードに関する

県内の情報収集及び分析・情報提供を実施することで、新たに畜産農家へのエコフィ

ード取組を促すと共に畜産経営の安定化に資することを目的として事業に取り組み、

結果を取りまとめました。

この印刷物を作成するにあたり、調査に回答頂きました養豚経営者並びに飼料化業

者、漬物加工業者の方々、また、調査のご指導、調査票の回収及び記入内容のチェッ

ク等にご尽力頂きました方々に深謝申しあげます。

平成23年５月

みやぎエコフィード協議会

会 長 秀 島 理 明
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事業開始から終了までの流れ

№ 月 日 内 容

農林水産省で１次公募開始（～５/21）
１ ４月23日

公募必須条件：事業実施主体は「協議会」を構成すること。

２ ４月27日 協会より過去に給与試験を実施した４集団への事業実施の確認（５/７まで）

県庁にて実施希望のあった２集団のヒアリング実施
３ ５月17日

（蔵王酪農センター、ＮＰＯ法人エコフィード研究会）

みやぎエコフィード実証協議会設立総会(仙台家保）20名出席
４ ５月18日

協議会の設立、事業実施について承認された。

エコフィード緊急増産対策事業１次公募申請書提出（農政局経由農林水産省）
５ ５月21日

【２集団の試験、アンケート調査（養豚生産者、飼料化業者）事業費10,143,930円】

６ ６月18日 エコフィード緊急増産対策事業選定委員会の開催

落選通知
７ ７月９日

【選定団体12団体】

８ ７月16日 農林水産省で２次公募開始（～８/20）

エコフィード緊急増産対策事業２次公募申請書提出(農政局経由農林水産省)【１集団の試験（蔵王
９ ８月20日

酪農センター）、アンケート調査（養豚生産者、飼料化業者、漬物加工業者） 事業費4,684,000円】

10 ９月13日 エコフィード緊急増産対策事業選定委員会の開催

11 ９月13日 選定委員会より照会

12 ９月21日 照会事項の回答

公募団体選定
13 10月６日

【選定団体４団体 計16団体】

14 10月６日 割当内示【4,684,000円】

15 10月12日 交付申請書の提出【4,526,000円】

16 10月15日 交付決定通知

17 10月27日 給与試験開始【平成23年２月23日（120日間）】

18 11月24日 養豚生産者（県内217戸）へアンケート実施【提出期限 12月15日】

検討会の開催（大河原町 仙南建設会館）14名出席
19 12月15日

平成22年度事業計画内容を協議。

20 １月11日 飼料化業者（県内73戸）へアンケート実施【提出期限 ２月10日】

21 １月11日 漬物加工業者（県内100戸）へアンケート実施【提出期限 ２月10日】

平成22年度エコフィード緊急増産対策事業費補助金繰越承認申請書提出
22 ４月11日

（東北農政局経由農林水産省）
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Ⅰ 蔵王町内における地域循環型エコフィードの

実証試験について

財団法人 蔵王酪農センター





【実証試験フロー図】

利　　　点 欠　　　点

・購入費がかからない ・嗜好性が悪い

・安定的多量にある ・不定期に排出される

・品質管理が難しい

・嗜好性が良い（H20実証済）

・長期保存（H21実証済） ・栄養価に期待出来ない。

・給与牛に無害（H21実証済）

・地域密着型エコフィード

・給与牛のブランド化

・発酵TMRへの活用

・産廃されるチーズホエイを使用

・原材料費の圧縮

・嗜好性が良い（H20実証済）

・長期保存（H21実証済）

・給与牛に無害（H21実証済）

・地域密着型エコフィード

・給与牛のブランド化

給 与

茶殻サイレージ
（平成20年度
平成21年度
実証試験済）

発酵TMR
（平成22年度
実証試験予定）

茶　殻

期
待
さ
れ
る
効
果
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Ⅰ これまでの経過について

１ 平成20年度（1年目）

「爽健美茶」の茶殻は多くの穀類が使用され茶殻
自体にも多くの栄養が残っていることから、飼料価
値が有ると判断したが、茶殻単味では保存期間が短
く、嗜好性が悪かった。そのため、宮城県畜産協会
が実施している「国産飼料資源活用促進総合対策事
業」の委託事業として保存方法と嗜好性の改良を目
的にサイレージ化試験と給与試験を５戸の生産者
（繁殖１戸、肥育２戸、酪農２戸）で実施した。

結果としては、サイレージにすることにより長期
保存ができること、嗜好性も改善された。

しかし、牛への影響等までの確認できなかった。

平成20年度飼料化試験及び給与試験方法

－4－



茶 殻 搬 送

仙台コカ・コーラプロダク
ツ（株）蔵王工場より茶殻
搬出

爽健美茶の茶殻
ハトムギ・玄米・緑茶・大麦・プアール

茶・どくだみ・チコリー・キヌア ・明
日葉・オオムギ若葉・ビタミンＣ

（一括表示から）

撹拌・水分調整

茶殻混合
水分調整にビートダスト及び
乳酸菌と植物繊維分解酵素を使用

乳酸菌

植物繊維分解酵素

－5－



充填・発酵

充填・発酵 醗酵終了後の品質チェック

給与試験

飼料混合・給与 飼料給与

－6－



２ 平成21年度（2年目）

平成20年度に実施した飼料化・給与試験の結果

を踏まえて平成21年度は東北大学大学院農学研究
科が実施した「未活用・低利用資源飼料化促進事
業」の委託として、「茶殻サイレージの飼料化・利
用技術の開発」を目的として安全性の確認及び実用
的な生産技術と利用技術の確立試験を3戸の生産者
（肥育2戸、酪農1戸）で実施した。

結果、給与による家畜への影響は無いことと醗酵
技術の確立が図れた。

しかし、栄養価が低く、粗飼料の代替としかなら
ないため、事業化に向けては「発酵ＴＭＲ」の生産
供給が必要である。

平成21年度飼料化試験及び給与試験方法

飼
料
化
試
験

給与試験

－7－



茶殻搬送
仙台コカ・コーラプロダク
ツ（株）蔵王工場より茶殻
搬出

茶殻荷降ろし

撹拌・水分調整（１）

茶殻計量 混合機投入

－8－



撹拌・水分調整（2）

パイナップル粕投入 乳酸菌噴霧添加

充填・発酵

倉庫へ搬入 発酵・保管

－9－



生化学検査のサンプリング

頸部からの採血 尾根部からの採血

経過観察（給与）

－10－



Ⅱ 本年度の試験について

◎平成22年度（3年目）
平成21年度に実施した飼料化・給与試験において、

「茶殻サイレージ」は栄養価は低いが、粗飼料の代
替えになることがわかったため、「みやぎエコ
フィード連絡協議会」が行う「エコフィード緊急増
産対策事業」の一部として「茶殻サイレージ」を含
む「発酵ＴＭＲ」の飼料化試験及び給与試験を実施
した。

☆事業実施期間：平成22年10月27日
～平成23年2月23日（120日間）

☆協力農家：3戸（肥育農家2戸、酪農家1戸）

１ 目 的

未利用資源を活用するエコフィードを利用すること
は、畜産経営のコスト低減が期待され、また、排出事
業者では法改正により、そのリサイクル推進の重要性
が高まっている。

そこで、本試験では、「地域循環型のエコフィー
ド」として、蔵王町内にあるコカ・コーラプロダクツ
から排出される「爽健美茶の茶殻」と同町内にある蔵
王酪農センターから排出される「チーズホエイ」とい
う２つの未利用資源を活用した「醗酵ＴＭＲ」を製造
する「飼料化試験」、肉用牛及び乳用牛の育成牛に給
与することによる「給与試験」の２つの実証試験を実
施した。

－11－



２ 飼料化試験について①

目的： 肉用牛及び乳用牛の育成期の飼料生産の
事業化に向け、「発酵ＴＭＲ」を製造し、成
分分析等の試験をする。

製造方法：「茶殻サイレージ」を製造後に「発酵
ＴＭＲ」を製造する2段階で実施する。

理由：①茶殻の排出量が季節により変動する。

②夏場の茶殻は、品質が長持ちしない。

③排出された日のうちに加工する必要性が
ある。

２ 飼料化試験について②

試験方法： 平成22年10月～12月に製造した
「発酵TMR」からランダムに抽出し、飼料分
析を行った。

飼料分析：２回、各３検体を分析。(①平成22年
12月2日、②平成23年1月11日）

分析項目：乾物、NDF、ADF、ﾘｸﾞﾆﾝ、粗蛋白質、粗脂肪、灰分

、ﾃﾞﾝﾌﾟﾝ、WSC【水溶性炭水化物】、糖、NFC【非繊維性炭
水化物】、NSC【非構造性炭水化物】、RDP【ﾙｰﾒﾝ分解性蛋
白質】、SP【溶解性蛋白質】、NDICP【NDF中の蛋白質】、
ADFICP【ADF中の蛋白質】、ｶﾙｼｳﾑ、ﾘﾝ、ﾏｸﾞﾈｼｳﾑ、塩化物ｲｵ
ﾝ、ｶﾘｳﾑ、ﾅﾄﾘｳﾑ、鉄、硫黄、銅、ﾏﾝｶﾞﾝ、亜鉛、ﾓﾘﾌﾞﾃﾞﾝ、Ｎel
【泌乳への正味ｴﾈﾙｷﾞｰ】、Neｍ【維持への正味ｴﾈﾙｷﾞｰ】、Neg
【増体への正味ｴﾈﾙｷﾞｰ】、TDN、ｾﾚﾝ、ﾚﾁﾉｰﾙ、ﾋﾞﾀﾐﾝA・D・E

－12－



平成22年度飼料化試験製造工程①
（茶殻サイレージ）

平成22年度飼料化試験製造工程②
（発酵TMR）

－13－



材 料 数 量 割 合 TDN CP
茶 殻 450kg 90.0%

71.0% 6.0%
乾燥オカラ 40kg 8.0%

ビートパルプ 10kg 2.0%
乳酸菌 少量【5g】

計 500kg 100.0%

材 料 数 量 TDN CP
乾牧草 62.5kg

60.0% 12.0%配合飼料 47.5kg
チーズホエイ 95.0kg

糖蜜 5.0kg

乳酸菌 少量【2.5g】

茶殻サイレージ 40.0kg

内
訳

茶殻 36.0kg

乾燥オカラ 3.2kg

ビートパルプ 0.8kg

計 250.0kg

ア．茶殻サイレージ（１袋５００kg）

イ．発酵TMR（１袋250kg）

チーズホエイ茶殻サイレージ

糖蜜
乳酸菌

－14－



撹拌・水分調整

投入状況 裁断撹拌

充填・発酵

ﾌﾚｺﾝﾊﾞｯｸへ充填 保管・発酵

－15－



飼 料 分 析 結 果
製造した発酵ＴＭＲのうち、平成22年10月と平成23年1月の

2回ﾌﾚｺﾝﾊﾞｯｸからﾗﾝﾀﾞﾑに3検体（計6検体）を取り出し検査した
結果である。
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• サンプルにバラつきは見られなかった。

• ビタミンについては、本飼料で期待できない

飼料分析結果

WSC【水溶性炭水化物】、NSC【非構造性炭水化物】
SP【ﾙｰﾒﾝ分解性蛋白質】、β‐ﾄｺﾌｪﾛｰﾙについては検出
されなかったため記載していない。
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３ 給与試験について①

• 給与期間：平成22年10月27日

～平成23年2月23日（120日間）

• 試験方法：各牧場で｢試験区」と｢対象区」を設け、

評価(経過観察、採血、体測)を実施。

• 経過観察：各牧場において、毎日給与牛の体調、残

量等について観察・記録を実施する。

• 採血回数：3回(①給与前【H22.10.26】,

②給与中【H22.12.7】,

③給与 終日【H23.2.23】)

• 体測：4回(①【H22.11.3】,②【H22.12.23】,

③【H23.1.22】,④【H23.2.23】）

３ 給与試験について②

• 給与牧場：3戸（肥育農家2戸、酪農家1戸）

※給与開始時、黒毛和種(約９ヵ月齢、♂14頭、♀4頭)、交雑種(約5ヵ月齢、♂1頭、♀9頭)、乳用種(約６ヵ
月齢２頭(♂1頭、♀1頭)、約2ヵ月齢(♀2頭))

• 給与方法：各牧場で下の給与表を基準として実施。

※粗飼料については飽食とし、月齢により給与量を増加させる場合はTDNとCPが同等になるように実施した。

品種
試 験 区 対 照 区 合 計

M牧場 N牧場 C牧場 計 M牧場 N牧場 C牧場 計 M牧場 N牧場 C牧場 計

黒毛和種 4頭 5頭 0頭 9頭 4頭 5頭 0頭 9頭 8頭 10頭 0頭 18頭

交雑種 0頭 0頭 5頭 5頭 0頭 0頭 5頭 5頭 0頭 0頭 10頭 10頭

乳用種 0頭 0頭 2頭 2頭 0頭 0頭 2頭 2頭 0頭 0頭 4頭 4頭

計 4頭 5頭 7頭 16頭 4頭 5頭 7頭 16頭 8頭 10頭 14頭 32頭

試 験 区 対 象 区
TDN CP

TMR 単味飼料 配合飼料

黒毛和種 5.0kg 2.6kg 4.2kg 68.0% 13.6%

交雑種・乳用種

3～5ヶ月 5.0kg 1.2kg 3.0kg 67.0% 14.0%

6～10ヶ月 8.0kg 1.6kg 4.0kg 65.0% 13.3%

11～15ヶ月 8.0kg 2.6kg 5.0kg 67.0% 12.0%

－19－



№ 品　　種 性別 備考

１ 黒毛和種 H22.01.09 去

２ 黒毛和種 H22.01.02 去

３ 黒毛和種 H22.01.19 去

４ 黒毛和種 H22.01.14 去

５ 黒毛和種 H21.12.29 去

６ 黒毛和種 H22.01.29 去

７ 黒毛和種 H22.01.01 去

８ 黒毛和種 H21.12.18 去

９ 黒毛和種 H22.01.08 雌

１１ 黒毛和種 H22.01.10 雌

１３ 黒毛和種 H22.01.17 雌

１６ 黒毛和種 H21.12.30 去

１８ 黒毛和種 H22.01.02 雌

１０ 黒毛和種 H22.01.10 去

１２ 黒毛和種 H22.01.15 去

１４ 黒毛和種 H21.12.15 去

１５ 黒毛和種 H21.12.15 雌

１７ 黒毛和種 H22.01.02 去

１９ 乳用種 H22.04.16 雌

２０ 交雑種 H22.07.26 去

２１ 交雑種 H22.04.30 雌

２２ 交雑種 H22.05.07 雌 双子

２３ 交雑種 H22.05.08 雌

２４ 交雑種 H22.05.27 雌

２５ 乳用種 H22.07.31 雌

２６ 乳用種 H22.04.17 去

２７ 乳用種 H22.08.06 雌

２８ 交雑種 H22.05.04 雌

２９ 交雑種 H22.05.07 雌 双子

３０ 交雑種 H22.05.12 雌

３１ 交雑種 H22.05.14 雌

３２ 交雑種 H22.06.23 雌

N
牧
場

試
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試験区及び対象区一覧表

試
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区

対
象
区

C
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生化学検査サンプリング(採血)

体 測

体 長 体 高

体 重 胸 囲 ・ 腹 囲
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経過観察（給与）

生 化 学 検 査 （ 採 血 検 査 ）
給与前日(H22.10.26)、給与中間(H22.12.7)、給与 終日(H23.

2.23)の計3回、全32頭(試験区16頭、対象区16頭)の採血について、管
轄家畜保健衛生所の協力を頂き検査を実施した結果である。
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•全体への影響

血液性状において栄養状態を示す数値が低値(T-CHO)の項目もあるが他を含め
問題はない。

•区間での影響

○ T-CHO、AST及びpVA濃度は試験区で高い牧場もあったが有意差は認

められなかった。

● 茶殻TMRｻｲﾚｰｼﾞ給与した試験区で血液生化学的に問題は認められなかっ

た。

•経時的な影響

T-CHO，ＡＬＢ，VＥは経過とともに高くなる傾向が認められた。

生化学検査結果

－26－



－27－



90

95

100

105

110

115

120

1

110

112

114

116

118

120

122

124

126

11

108

110

112

114

116

118

120

122

124

1

M-

M-

105

110

115

120

125

130

135

140

145

1
110

115

120

125

130

135

140

1

100

105

110

115

120

125

130

135

1

M-

M-

－28－



140

150

160

170

180

190

200

1

110

120

130

140

150

160

1

140

150

160

170

180

1

M-

M-

160

170

180

190

200

210

220

1
170

175

180

185

190

195

200

1

140

150

160

170

180

190

1

M-

M-

－29－



200

250

300

350

400

450

500

1
200

250

300

350

400

1

100

150

200

250

300

350

1

M-

M-

－30－



４ 結果と考察 

 

茶殻サイレージ及びチーズホエイを利用したエコフィード試験結果から、

嗜好性が良く品質に何ら問題が無かった。給与試験前後での日増体量につい

て試験区と対象区での大きな差異は認められなかった。血中生化学検査につ

いては牛の個体差によるバラツキはあるものの有意差は見られず、醗酵ＴＭ

Ｒ給与による影響は認められなかった。 

以上のことから育成牛への醗酵ＴＭＲ給与では市販育成用飼料と遜色ない結

果が得られ、牛の血中成分も問題なく、嗜好性も良く、品質も良好であった。

このことから茶殻サイレージとチーズホエイを主体とした醗酵ＴＭＲは肥育

牛及び乳牛の育成用飼料として活用出来ることが分かった。また、未利用資

源の利活用により産業廃棄物の低減と原料コスト削減により市販育成用飼料

と比較して概算 10 円／日・１頭の経費削減を図ることができ、当初の目標

を達成することができた。 

協力農家として、嗜好性が良いこと、便の状態が良く、育成期に見られる下

痢についても症状が軽度であった等の意見を頂きました。 

 

          平成 23 年４月 25 日    

報告者 財団法人蔵王酪農センター 
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地域ブランドの紹介
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Ⅱ アンケート調査の結果について





Ⅱ アンケート調査の結果について

概 要

平成20年度に食品業者に対しエコフィードへの利用可能な資源や排出数量等について調査

を実施しました。

平成21年度は肉用牛肥育・乳用牛生産者に対しエコフィードへの取組状況や未活用者の意

識調査を実施。酪農・肥育農家共にエコフィードの利用に関心・興味はもっている生産者が

過半数いること、関心や興味があってもエコフィードの入手方法や情報収集に乏しい現状も

見えました。その他についても、エコフィードへ無関心もしくは偏った考えが浮き彫りとな

りました。

そのため、平成22年度のアンケーは、県内の食品業者（排出側）と飼料化業者（加工側）、

生産者（給与側）のエコフィードに関する情報整理を行い、関係機関や生産者等へのエコフ

ィードに対する知識の普及・啓発を図り、エコフィードの流通促進を促し、県内の地産地消

の推進を図ることを目的として、県内の養豚生産者（平成22年８月１日現在216戸）及び飼料

化業者（73戸）に対してアンケート調査を実施しました。

また、最近の研究により、漬物乳酸菌発酵液（漬け汁）が家畜の飼料として有用である可

能性が示され、発酵液中には、家畜の成長促進作用を認めるアルギニンが極めて多く、その

上旨み成分として知られるグルタミン酸の量も多く、乳酸菌やその代謝産物の生理機能性に

期待されていることから県内の漬物加工業者（法人のみ100戸）へエコフィード推進するため

現状把握を実施しました。

特に、平成21年度の生産者へのアンケートで興味や関心がある人が多かったが情報の収集

方法が見つからない生産者への手助けとなり、エコフィードの利用促進を促すものとなれば

幸いです。

－33－





１ 養 豚 生 産 者





 養豚生産者へのアンケート結果について

平成22年11月１日現在の内容について、平成22年８月１日現在県内で養豚経営を営んで

いる生産者に対してアンケートを実施した。

今回のアンケート結果については、以下のとおりとなった。

ア．回答数

回答数は、216戸へ調査依頼をし、139戸の生産者から回答があり、64.4％の回答率と

なった。

イ．子取り用雌豚飼養戸数及び規模

回答頂いた子取り用雌豚生産者は、124戸・14,969頭となった。

回答のあった生産者の子取り用雌豚飼養規模としては、50頭未満が全体の69％（96戸）

となった。

しかし、子取り用雌豚飼養頭数規模から見ると全体の９％（1,421頭）と県内では少頭

飼いの生産者が多いことが見られた。

同じように年間出荷頭数では、999頭以下の生産者戸数が97戸と全体の69.7％を占めた

が、頭数では25,947頭と９％弱と全体の頭数割合からすると小頭となっている。

ウ．事故率

県内の事故率では、離乳後から肥育組入れまでの平均5.4％、肥育から仕上げまでは

3.2％となっており、期間通算事故率としては8.5％となった。

しかし、事故率が20％以上の生産者が4戸あり最大で36％の生産者もいた。

エ．交配回数並びに方法、人工授精

交配に関しての回答数は121戸あった。

交配回数については、１発情につき２回と回答頂いた生産者が最も多く97戸で全体の

69.8％を占めた。交配回数を３回以上と回答した生産者が全体19戸13.7％と２番目に多

い回答となった。

また、交配方法については、自然交配のみが58戸と多く全体の41.7％を占めた。次に

多かったのは、自然交配を主として、人工授精を従としている生産者で46戸、33.1％と

なった。県内では、自然交配を主体に置く生産者が全体の85％と人工授精主体より多い

ことがわかった。

人工授精取組については、人工授精のみもしくは主する意向を示している生産者のほ

とんどが大規模な生産者が多く、今後も人工授精を増やす意思も見られた。
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オ．給与飼料

現在給与している飼料としては、市販の配合飼料が全体の78.6％と多く、次いで食品

残さ等のリサイクル飼料が13.1％となっている。

なお、給与飼料の質問については、複数回答があるため回答戸数である139戸より多く

なっている。

おもな食品残さ等リサイクル飼料としては、おからやパン屑等の食品製造粕が多く、

次いでうどんやパン等の食品加工残さ、調理残さとなっている。

19戸のリサイクル飼料を使用している生産者のうち16戸（84％）は、平成21年同様の

量を平成22年にも給与している。増加、減少については同等の戸数となっており、新規

に給与した戸数が1戸増加している。

また、リサイクル飼料について、中止したい生産者はおらず、今後利用拡大もしくは、

新たに利用したいが20戸あり77戸の回答のうち26％、リサイクル飼料を使用している生

産者数としては34戸、44％となっている。

しかし、リサイクル飼料を使用しないとする生産者も42名、55％もいるのも現状であ

る。

カ．パソコンの利用状況

回答数107のうち、パソコンを所有している生産者は82戸（75.2％）で、仕事でパソコ

ンを利用している生産者は55戸（50.4％）となった。

また、インターネット接続し、情報収集を行っている生産者は41戸（39％）となった。

飼養管理に利用しているもしくは、検討している生産者は47戸（43％）となっている。

キ．今後の経営

経営規模の拡大するもしくは、検討したいが18戸（14％）、維持が87戸（66％）となっ

ている。

しかし、経営縮小が26戸（20％）となっており、うち廃業予定が12戸（９%）となって

いる。

廃業理由としては、飼料や資材の高騰が挙げられていている。
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Ⅰ．回答数

計 回答 未回答

216 139 77

100% 64.4% 35.6%

Ⅱ．飼養頭数(平成22年11月1日現在）

1　子取り用雌豚飼養規模別

全規模 0頭 1～19頭 20～49頭 50～99頭 100～199頭 200～499頭 500頭以上 全規模 0頭 1～19頭 20～49頭 50～99頭 100～199頭 200～499頭 500頭以上

139 15 48 33 11 13 10 9 （頭数） 14,969 0 329 1,092 817 1,732 3,215 7,784

100% 10.8% 34.5% 23.7% 7.9% 9.4% 7.2% 6.5% （％） 100% 0.0% 2.2% 7.3% 5.5% 11.6% 21.5% 52.0%

Ⅲ．出荷頭数等(平成21年1月～12月の総頭数）

1　年間出荷頭数規模別

全規模 0頭 1～399頭 400～999頭 1,000～1,999頭 2,000～3,999頭 4,000頭以上 全規模 0頭 1～399頭 400～999頭 1,000～1,999頭 2,000～3,999頭 4,000頭以上

139 19 50 28 12 12 18 （頭数） 287,269 0 8,097 17,850 16,379 29,951 214,992

100% 13.7% 36.0% 20.1% 8.6% 8.6% 12.9% （％） 100% 0.0% 2.8% 6.2% 5.7% 10.4% 74.8%

Ⅴ．繁殖成績・事故率・枝肉等の成績

2　事故率（平成21年1月～12月の数値）

全規模 1%未満 1％～4％ 5％～9％ 10％～14％ 15％～19％ 20％以上

99 3 40 35 10 7 4

100% 3.0% 40.4% 35.4% 10.1% 7.1% 4.0%

（２）　調査回答状況

農場数
（農）

（％）

農場数
（農）

（％）

農場数
（農）

（％）

農場数
（農）

（％）

農場数

農場数

子取り用雌豚飼養規模（戸数）
15戸
11%

48戸
35%

33戸
24%

11戸
8%

13戸
9%

10戸
7%

9戸
6%

0頭

1～19頭

20～49頭

50～99頭

100～199頭

200～499頭

500頭以上

年間出荷頭数規模（戸数）

19戸
14%

50戸
36%

28戸
20%

12戸
8%

12戸
9%

18戸
13%

0頭

1～399頭

400～999頭

1,000～1,999頭

2,000～3,999頭

4,000頭以上

事故率
40戸
29%

3戸
2%

40戸
29%

35戸
25%

10戸
7%

7戸
5%

1%未満

1％～4％

5％～9％

10％～14％

15％～19％

20％以上

回答率

139戸
64%

77戸
36%

回答

未回答

子取り用雌豚飼養規模（頭数）
0頭
0%

329頭
2%1,092頭

7%

817頭
5%

1,732頭
12%

3,215頭
22%

7,784頭
52%

0頭

1～19頭

20～49頭

50～99頭

100～199頭

200～499頭

500頭以上

年間出荷頭数規模（頭数）
0頭
0%

8,097頭
3% 17,850頭

6%

16,379頭
6%

29,951頭
10%

214,992頭
75%

0頭

1～399頭

400～999頭

1,000～1,999頭

2,000～3,999頭

4,000頭以上
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Ⅵ．交配方法(一貫経営・繁殖経営の方のみ記入）

1　発情期の交配（授精）回数

全規模 未回答 １回 ２回 ３回以上 不明

139 16 5 97 19 2

100% 11.5% 3.6% 69.8% 13.7% 1.4%

2　交配方法

自然交配
のみ

自然交配を主と
し、人工授精を
従としている

人工授精を主と
し、自然交配を
従としている

人工授精
のみ

小計
自然交配の

み

自然交配を
主とし、人

工授精

人工授精を
主とし、自

然交配
人工授精の

み

139 18 58 46 10 7 63

100% 12.9% 41.7% 33.1% 7.2% 5.0% 45.3%

5　人工授精の今後の意向

回答農場数 0頭 1～19頭 20～49頭 50～99頭 100～199頭 200～499頭 500頭以上

61 73.5% 1 10 17 7 9 8 9

60 18 21.7% 0 1 4 4 3 4 2

41 49.4% 1 8 13 3 6 4 6

1 1.2% 0 1 0 0 0 0 0

1 1.2% 0 1 0 0 0 0 0

10 12.0% 0 5 3 2 0 0 0

4 4.8% 0 2 1 0 1 0 0

7 8.4% 0 3 3 1 0 0 0

83 83 100% 1 21 24 10 10 8 9

（％）

全規模

回答数

Ａ　人工授精の割合をふやしたい

Ｂ　人工授精の割合を維持したい

Ｃ　人工授精の割合を縮小したい

イ　人工授精を止めたい

ウ　人工授精を直ぐに導入する予定（導入したい）

エ　人工授精の導入を今後検討していない

オ　今後も人工授精の導入は考えていない

合　　計

ア　人工授精を今後も実施する

農場数
（農）

（％）

未回答

人工授精

農場数
（農）

％

発情期の交配（授精）回数

5

19

2

97

0戸 20戸 40戸 60戸 80戸 100戸 120戸

１回

２回

３回以上

不明

交配方法

46

10

7

58

0戸 10戸 20戸 30戸 40戸 50戸 60戸 70戸

自然交配のみ

自然交配を主とし、人工授精
　　　　　　　　を従としている

人工授精を主とし、自然交配
　　　　　　　　　を従としてい

る

人工授精のみ

人工授精の今後の意向

1戸
1%

10戸
12%

4戸
5%

7戸
9%

18戸
22% 41戸

50%

1戸
1%

61戸
74％

ア人工授精を今後も実施する

イ人工授精を止めたい

ウ人工授精を直ぐに導入する予定（導入したい）

エ人工授精の導入を今後検討していない

オ今後も人工授精の導入は考えていない

Ａ人工授精の割合をふやしたい

Ｂ人工授精の割合を維持したい

Ｃ人工授精の割合を縮小したい
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Ⅶ.給与飼料

1　現在給与している飼料

回答数 ％ 平均値（ｔ/月） 0頭 1～19頭 20～49頭 50～99頭 100～199頭 200～499頭 500頭以上

ア　市販配合飼料 114 78.6% 80.7 11 37 27 8 13 9 9

イ　自家配合飼料 6 4.1% 21.5 1 1 2 0 1 1 0

ウ　食品残さ等ﾘｻｲｸﾙ飼料 19 13.1% 8.0 1 7 7 2 1 1 0

エ　飼料米 6 4.1% 25.3 0 1 3 0 1 0 1

145 100.0% ― 13 46 39 10 16 11 10

2　リサイクル飼料の給与量を前年に比べての増減しているのか

回答数 ％ 0頭 1～19頭 20～49頭 50～99頭 100～199頭 200～499頭 500頭以上

ア　リサイクル飼料の使用量は前年と同じ 16 84.2% 1 6 6 1 1 1 0

イ　リサイクル飼料の使用量は前年より増加している 1 5.3% 0 0 1 0 0 0 0

ウ　リサイクル飼料の使用量を前年より減らしている 1 5.3% 0 1 0 0 0 0 0

エ　平成21年8月1日以降新たにリサイクル飼料を使用するようになった 1 5.3% 0 0 0 1 0 0 0

オ　平成21年8月1日以降リサイクル飼料の使用を中止した 0 0.0% 0 0 0 0 0 0 0

19 100% 1 7 7 2 1 1 0

3　リサイクル飼料の今後の意向

回答農場数 回答数 ％ 0頭 1～19頭 20～49頭 50～99頭 100～199頭 200～499頭 500頭以上

ア　リサイクル飼料の利用をこのまま継続したい 14 18% 1 7 5 0 1 0 0

イ　リサイクル飼料の利用を拡大したい 5 6% 0 0 2 2 0 1 0

ウ　新たにリサイクル飼料の使用を始めたい 15 19% 2 5 3 2 2 0 1

エ　リサイクル飼料の使用割合を減らしたい 1 1% 1 0 0 0 0 0 0

オ　リサイクル飼料の使用を中止したい 0 0% 0 0 0 0 0 0 0

カ　これからもリサイクル飼料を使うつもりはない 42 55% 5 8 9 3 6 8 3

77 77 100% 9 20 19 7 9 9 4

※重複回答あり。

合　　計

合　　　計

合　　計

現在給与している飼料

11

37

27

8

13

9

9

1

1

2

0

1

1

0

1

7

7

2

1

1

0

0

1

3

0

1

0

1

0戸 5戸 10戸 15戸 20戸 25戸 30戸 35戸 40戸

0頭

1～19頭

20～49頭

50～99頭

100～199頭

200～499頭

500頭以上

ア　市販配合飼料

イ　自家配合飼料

ウ　食品残さ等ﾘｻｲｸﾙ飼料

エ　飼料米

前年に比べての増減

1

6

6

1

1

1

0

0

0

1

0

0

0

0

0

1

0

0

0

0

0

0

0

0

1

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0戸 1戸 2戸 3戸 4戸 5戸 6戸 7戸

0頭

1～19頭

20～49頭

50～99頭

100～199頭

200～499頭

500頭以上

ア　リサイクル飼料の使用量は前年と同じ

イ　リサイクル飼料の使用量は前年より増加している

ウ　リサイクル飼料の使用量を前年より減らしている

エ　平成21年8月1日以降新たにリサイクル飼料を使用するようになっ
た

オ　平成21年8月1日以降リサイクル飼料の使用を中止した

リサイクル飼料の今後の意向

19戸
25%

7戸
9%

8戸
10%

0戸
0%

1戸
1%

42戸
55%

ア　リサイクル飼料の利用をこのまま継続したい

イ　リサイクル飼料の利用を拡大したい

ウ　新たにリサイクル飼料の使用を始めたい

エ　リサイクル飼料の使用割合を減らしたい

オ　リサイクル飼料の使用を中止したい

カ　これからもリサイクル飼料を使うつもりはない
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Ⅷ．パソコンの利用状況

回答農場数 0頭 1～19頭 20～49頭 50～99頭 100～199頭 200～499頭 500頭以上

1　仕事で利用するパソコンがあり、インターネットにも接続している 43 39% 2 4 9 7 8 5 8

ア　飼養管理にパソコンを利用している 41 26 63% 1 1 4 4 6 3 7

イ　今後、飼養管理にパソコンを利用しようと考えている 9 22% 1 1 2 3 1 1 0

ウ　飼養管理にパソコンを利用していないし、利用の考えもない 6 15% 0 2 2 0 1 1 0

2　仕事で利用するパソコンがあるが、インターネットには接続していない 16 15% 0 3 4 0 5 3 1

ア　飼養管理にパソコンを利用している 14 8 57% 0 0 0 0 5 2 1

イ　今後、飼養管理にパソコンを利用しようと考えている 4 29% 0 1 2 0 0 1 0

ウ　飼養管理にパソコンを利用していないし、利用の考えもない 2 14% 0 2 0 0 0 0 0

3　個人的にパソコンを所有しているが、仕事では利用していない 27 25% 5 11 9 1 0 1 0

4　パソコンを所有・利用していない 23 21% 1 16 4 1 0 1 0

109 109 100% 8 34 26 9 13 10 9

Ⅸ．養豚経営の今後の意向

0頭 1～19頭 20～49頭 50～99頭 100～199頭 200～499頭 500頭以上

1 経営を拡大する 18 14% 0 1 3 3 3 4 4

ア 今年度中に規模拡大する計画がある 3 2% 0 0 1 1 1 0 0

イ 来年度以降3年以内に規模拡大する計画がある 4 3% 0 1 1 0 0 1 1

ウ 今後規模拡大を検討したい 11 8% 0 0 1 2 2 3 3

2 現状を維持する 87 66% 9 30 23 5 9 6 5

3 経営を縮小する 26 20% 3 16 5 1 1 0 0

ア 今年度中に縮小する計画がある 1 1% 0 1 0 0 0 0 0

イ 3年以内に縮小する計画がある 7 5% 1 3 2 0 1 0 0

ウ 今後縮小を検討したい 3 2% 0 3 0 0 0 0 0

エ 今年度中に廃業する計画がある 3 2% 2 1 0 0 0 0 0

オ 近く廃業したいと考えている 12 9% 0 8 3 1 0 0 0

A 後継者がいないため 3 2% 0 3 0 0 0 0 0

B 労働力が確保できないため 2 2% 0 2 0 0 0 0 0

C 環境問題のため 1 1% 0 0 1 0 0 0 0

D 負債があるため 1 1% 0 0 0 1 0 0 0

E 儲からないから(資材高騰等) 8 6% 2 4 2 0 0 0 0

F その他 0 0% 0 0 0 0 0 0 0

具体的に 0 0 0 0 0 0 0

131 100% 12 47 31 9 13 10 9合　　計

回答 ％

回答 ％

合　　計

パソコンの利用状況

43戸
39%

16戸
15%

27戸
25%

23戸
21%

1　仕事で利用するパソコンがあり、インターネットにも接続している

2　仕事で利用するパソコンがあるが、インターネットには接続していない

3　個人的にパソコンを所有しているが、仕事では利用していない

4　パソコンを所有・利用していない

パソコンの利用状況　１の内訳

26戸
63%

9戸
22%

6戸
15%

ア　飼養管理にパソコンを利用して
いる

イ　今後、飼養管理にパソコンを利
用しようと考えている

ウ　飼養管理にパソコンを利用し
ていないし、利用の考えもない

パソコンの利用状況　２の内訳

8戸
57%

4戸
29%

2戸
14%

ア　飼養管理にパソコンを利用し
ている

イ　今後、飼養管理にパソコンを
利用しようと考えている

ウ　飼養管理にパソコンを利用し
ていないし、利用の考えもない

養豚経営の今後の意向

18戸
14%

87戸
66%

26戸
20%

経営を拡大する

現状を維持する

経営を縮小する
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1

2

3

4

5

1　子取り用雌豚飼養規模別

1

2

3

4

1　年間出荷頭数規模別

肉豚出荷日齢、出荷体重、枝肉重量（平成21年01～12月の数値）

1

2

3

繁殖成績・事故率・枝肉等の成績

繁殖成績（平成21年01～12月の数値）

ア 頭

イ 頭

ウ ％

エ ％

オ ％

カ 回

事故率（平成21年01～12月の数値）

ア 子豚舎・子豚豚房（離乳後～肥育組入れまで） ％

イ 肥育舎・肥育豚房（肥育組入れ～出荷まで） ％

ア・イ 期間通算（離乳後から出荷まで） ％

※通算事故率の計算式　100－((100－ア子豚事故率)×(100－イ肥育事故率)÷100)

2　事故率（平成21年1月～12月の数値）

枝肉等の成績（格付）

日格協の格付　+　自主格付　+　格付していない

ウ ％

発情期の交配（授精）回数

交配方法

人工授精

2

41.7%

自然交配を主
とし、人工授精
を従としている

人工授精を主
とし、自然交配
を従としている

46

33.1%

10

57.9%

日格協の格付け

139

100%

未回答

18

12.9% 7.2%

人工授
精のみ

7

３回以上

19

13.7%

１回

5

3.6%

1

２回

97

69.8%

10.0% 80.0% 10.0%

91.2% 74.3% 56.7%

全規模

139

100%

未回答

16

11.5%
農場数

（農）

（％）

116.1

74.8

5.0%

20％以上

4

2.9%

35

10％～14％

10

15％～19％

7

農場数
（農）

（％）

1％～4％

1

Ⅴ．

50～99頭

11

7.9%

1～19頭

48

34.5%

20～49頭

33

23.7%

農場数
（農）

（％）

全規模

全規模

139

100%

0頭

15

10.8%
農場数

（農）

（％）

最大値 最小値

46.785 80 10

回答農場数 平均値

上物率（(年間「極上」+「上」の頭数)÷年間格付頭数×100）

Ⅵ． 交配方法（一貫経営・繁殖経営の方のみ記入）

不明

2

1.4%

小計

63

45.3%5.0%

41.2% ―

― 100% ―

31.8% 62.5% ―

自主格付 格付していない

100% ― ―

19

13.7%

1～399頭

50

100%

回答農場数 頭数合計

年間出荷頭数

繁殖豚（♂・♀）年間廃用頭数

年間肉用子豚出荷（同一経営の農場間移動を含む）頭数

種豚候補豚（純粋・F1頭）出荷（同一経営の農場間移動含む）頭数

120

97

Ⅲ．

Ⅳ．

― ―

46

30

全規模

139

100%

0頭

％

73

3

1

83.0%

3.4%

1%未満

3

2.2%

格付割合（平均値）回答

28.8% 25.2% 7.2%

40

5％～9％全規模

139

100%

0%

40

28.8%
農場数

（農）

（％）

1

日格協の格付　+　自主格付

日格協の格付　　　　　+　　　 格付していない

合　　計

7

全て自主格付

全て格付していない

農場数

3

1.1%

3

2

88 100%

8.0%

3.4%

1.1%

全て日格協の格付

400～999頭

28

20.1%

1,000～1,999頭

12

97

94

100

9

6.5%

13

9.4%

10

7.2%

187.1 245.0

140.0

84.6

Ⅱ． 飼養頭数（平成22年11月01日現在）

出荷頭数等（平成21年01～12月の総頭数）

287,269

6,151

107,970

500頭以上

回答農場数 頭数合計

最大値

15,439

293 416,829

200～499頭100～199頭

72,625

8.6%

2,000～3,999頭

12

8.6%

4,000頭以上

18

12.9%

合　　　　　計

36.0%

回答農場数 平均値

124 14,969

102 970

74 1,671

106

501 157,115合　　　　　計

「♀」子取り用雌豚（育成豚を除く）

「♂」利用中の種雄豚（育成豚を除く）

育成豚（繁殖利用予定で未交配(♂・♀)のもの）

子豚（哺乳子豚＋子豚舎、子豚豚房で飼養しているもの）

肥育豚（肥育舎、肥育豚房で飼養しているもの）

66,880

95

最小値

150

100

66.0

86.5

81.4

2.1

110

平均値 最大値

最大値

㎏

平均受胎率（受胎母豚数÷種付母豚数×100）

平均分娩率（分娩母豚数÷種付母豚数×100）

母豚の年間平均分娩回数（年間分娩数÷常時子取り用雌豚頭数）

10.3

9.2

83.9

91

95

104

回答農場数

20 0.1

100

100

2.5

22.5

100

回答農場数 平均値

113

101

23.1

最小値

5.4

3.2

8.5

90 40 0.5

肉豚出荷日齢平均（生後日齢）

肉豚出荷体重平均（生体）

肉豚1頭当り枝肉重量平均

自然交
配のみ

58

日齢

㎏

1腹当り（1分娩当り）平均哺乳開始頭数

1腹当り（1分娩当り）平均離乳頭数

平均育成率（イ÷ア×100）

81

171

最小値

0.8

0.8

0.9

8.0

1.2

0.9

－41－



交配方法の対象雌豚割合

ア 自然交配のみで交配している雌豚

イ 自然交配と人工授精を併用している雌豚

ウ 人工授精のみで交配している雌豚

人工授精を実施している方（前頁の2でイ、ウ、エと回答した方のみ）

精液の入手方法について

外部導入・自家生産精液本数とボトル当りの容量（パックも含む）

本

cc

本

cc

希釈した精液の濃度（精子数）

人工授精の今後の意向を伺います（アからオの中から１つだけ○）

Ａ

Ｂ

Ｃ

現在給与している飼料（重複回答　可）

ウの内訳（重複回答　可）

Ａ

Ｂ

Ｃ

Ｄ

Ｅ

Ｆ

※1.配合割合等を指定してメーカーに配合させたもの(指定配)を含む

※2.単味飼料等の原料を調達して自ら配合・調整したもの

※4.市販の配合飼料に含まれているものを使用している場合を除く

食品残さ等、リサイクル飼料を現在使用している方及び昨年まで使用していた方に伺います

前年に比べての増・減（○は１つだけ）

100～199頭

9

24

50～99頭

7

4

3

0

0

2

0

0

0

0

200～499頭

8

4

4

0

0

0

0

500頭以上

9

2

6

1 21 9

0

0

10

0

810

20～49頭

17

4

13

0

0

3

1

3

0

1

イ

4

ア

1

0

1

0

0

3

自家生産本数（年間）

―

91,466

0

0

1

1

5

2

1～19頭

10

1

8

0

0頭

回答農場数 回答数

回答数

81,149

回答農場数

％

18.3%

78.3%

60

－合　　計

3

3.3%

100%

％

0

0

0

1

3

6

ウ

ア

イ

エ

149.1%

平均値（ｔ/月）

3 15.8%

114 104.6%

356.9

回答農場数

108 161

外部導入した希釈精液の濃度 1ccあたりの精子数

平成21年8月1日以降新たにリサイクル飼料を使用するようになった

平成21年8月1日以降リサイクル飼料の使用を中止した 0 0.0%

19 100%

品名

おから、小麦粉、パン屑、パン粉、だし粕

イ

ウ

エ

オ

2 10.5%

合　　計 19 29 152.6%

回答数 ％

8 42.1%

調理残さ

期限切れ加工食品

農産物残さ

厨芥等

5 26.3%

回答農場数

食品残さ等ﾘｻｲｸﾙ飼料　※3

自家配合飼料　※2

市販配合飼料　※1

うどん、パン、パン粉、ホエー、モナカ7 36.8%

食品製造粕

食品加工残さ

回答農場数

6 5.5%

19 17.4%

50

80.7

21.5

8.0

25.3

―

回答数

16

外部導入本数（年間）

数値合計

14,98842

53 86

人工授精の割合をふやしたい

平均値

66 61.1% 86

62 57.4%

83.3

18

― ―

512,251

―

99.1

7622.2

23

12

9

人工授精の割合を縮小したい

人工授精の割合を維持したい

平均値

4

9

13

41

100%

12.0%

13

自家生産した希釈精液の濃度 1ccあたりの精子数

人工授精を今後も実施する 73.5%

10

83

2

ア

飼料米　※4

リサイクル飼料の使用量は前年と同じ

リサイクル飼料の使用量は前年より増加している

リサイクル飼料の使用量を前年より減らしている

コロッケ、残飯、餃子の皮、天ぷら粕、焼そば

アルファ米、パン、パン粉、うどん

畑の草

109 145 133%

※3.Ａ～Ｆの原料として加熱乾燥、発酵、液状化(リキッド)等の処理により  飼料化したもの。
　　なお、市販飼料に含まれているものを使用している  場合を除く）

給食残さ、米、パン、めん、野菜4 21.1%

合　　　　計

ウ

合　　計

5

ア

イ

ウ

万個

万個

33 30.6% 45

19合　　　計

％

84.2%

Ⅶ． 給与飼料

1

人工授精を直ぐに導入する予定（導入したい）

人工授精の導入を今後検討していない

今後も人工授精の導入は考えていない

4.8%

1

7

6

回答数 ％

5.5%

合　　計

1 5.3%

1 5.3%

46

0

0

人工授精を止めたい

83合　　計

エ

オ

37

1

7

1

1.2%

0頭

11

1

1

0

13

1 5.3%

回答数

自家産と外部導入の併用

全て自家産（同一経営の別農場産も含む）

全て外部（都道府県畜産試験場、民間人工授精所等）から導入

回答農場数 平均値

合　　計

回答数

11

47

2

10

回答数 ％

60

61

1.2%

1

2

8.4%

回答農場数

1

1

1

16

0

500頭以上

0

0

1

10

0頭

1

20～49頭

6

100～199頭

1

3

39

21.7%

500頭以上

9

100～199頭

13

200～499頭50～99頭

8

1～19頭

4

49.4%

1

0

2

1～19頭

6

0

1

0

0

7

50～99頭

1

0

0

20～49頭

27

0

0

0 1

7

0

2

0

0

0

1

9

1

1

0

11

0

0

200～499頭

1

0

0

0

1

0

7

0

0

0

1

0

0

0

0

－42－



リサイクル飼料の今後の利用意向（○は１つだけ）

パソコンの利用状況（1～4の中から○は1つだけ）

1

ア

イ

ウ

2

ア

イ

ウ

3

4

1

ア

イ

ウ

2

3

ア

イ

ウ

エ

オ

A 後継者がいないため

B 労働力が確保できないため

C 環境問題のため

D 負債があるため

E 儲からないから(資材高騰等)

F その他

具体的に

131

1

8

0

3

4

11

12

3

2

1

100%

1

7

3

3

回答 ％

18

26

87

14%

近く廃業したいと考えている

合　　計

20%

経営を拡大する

今年度中に規模拡大する計画がある

来年度以降3年以内に規模拡大する計画がある

今後規模拡大を検討したい

現状を維持する

経営を縮小する

今年度中に縮小する計画がある

3年以内に縮小する計画がある

今後縮小を検討したい

今年度中に廃業する計画がある

2%

3%

8%

66%

25%

21%

100%

0%

2%

2%

14%

9%

2%

2%

1%

5%

1%

6%

1%

57%

29%

70 9100%

6

63%

22%

15%

15%

％

39%

リサイクル飼料の使用割合を減らしたい

リサイクル飼料の使用を中止したい

これからもリサイクル飼料を使うつもりはない

0

2

1

5 7%

8

％

14 20%

60%

0

5

回答農場数 回答数

3

ア

イ

ウ

エ

11%

Ⅸ． 養豚経営の今後の意向（1～3の中から○は1つだけ）

Ⅷ．

16

14

0

77

飼養管理にパソコンを利用していないし、利用の考えもない

個人的にパソコンを所有しているが、仕事では利用していない 27

飼養管理にパソコンを利用していないし、利用の考えもない

仕事で利用するパソコンがあるが、インターネットには接続していない

飼養管理にパソコンを利用している

今後、飼養管理にパソコンを利用しようと考えている

42

今後、飼養管理にパソコンを利用しようと考えている

合　　計

リサイクル飼料の利用を拡大したい

新たにリサイクル飼料の使用を始めたい

0頭

1

1 1%

0%

リサイクル飼料の利用をこのまま継続したい

仕事で利用するパソコンがあり、インターネットにも接続している

飼養管理にパソコンを利用している

オ

カ

パソコンを所有・利用していない

回答農場数

43

23

41 26

9

合　　計

回答

2

8

4

109 109

1 0

1

0

0

0

500頭以上

0

200～499頭

0

2

3

0

100～199頭

1

0

20～49頭

5

0

0

8

20

1～19頭

7

0

5

4

0

6

9

2

0

0

3

0

0

3

7

50～99頭

0

2

2

0

8

9

0

9

19

0頭

2

1

1

2

11

16

34

1～19頭

4

1

1

0

5

1

8

2

4

0

0

2

3

0

1

0

0

20～49頭

9

4

2

0

1

1

9

4

26

50～99頭

7

4

3

0

0

0

0

0

2

0

9 1

1

10

100～199頭

8

6

1

1

5

0

0

13

200～499頭

5

3

1

1

3

2

0

0

5

0

0

1

0

0

0

9

500頭以上

8

7

0

0

1

1

－43－



調査票は農場毎にご記入くださるようお願いいたします。

※

※ 鉛筆では記入しないでください。

( )
( )

( )
( ) ※

( )

注1

〒 -

市 区

郡 町 村

( ) ( )

◎ 法人経営の場合のみご記入ください

注2

注2

みやぎエコフィード実証協議会

3

フ リ ガナ

農 場 名

注1

フ リ ガナ

農 場 責 任 者

農場名が無い方は、無理に記入する必要はありません

3

平成22年度　養豚調査票

Ⅰ． 経営者等

1

但し、同一敷地内や隣接している敷地に第1農場、第2農場等となっている場合は1つの農場
として記入してください。農場毎にデータを集計していない場合は、メインの農場に全体の
成績を記入し他の農場は空欄として下さい。

2

4 記入は番号に○をするものと□に数字を記入するものがあります。記入にあたっては、
以下の記入例を参考にしてください。

所 在 地

7
ア

○ 1つの枠に1文字ずつ右詰めで記入し
てください

イ

1
2 8○

必ず、ボールペン、万年筆、サインペン等消えにくいもので記入してください。

質問項目が太字のものは、全農場が対象の設問ですから必ずお答えください。

記入例①（番号等に○をするもの） 記入例②（枠内に数値を記入するもの）

有限会社、合資会社、株式会社等法人格を必ず記入してください。

フ リ ガナ

法 人 名

TEL 番 号 FAX 番 号

－44－



「♀」子取り用雌豚（育成豚を除く） 頭

「♂」利用中の種雄豚（育成豚を除く） 頭

育成豚（繁殖利用予定で未交配(♂・♀)のもの） 頭

子豚（哺乳子豚＋子豚舎、子豚豚房で飼養しているもの） 頭

肥育豚（肥育舎、肥育豚房で飼養しているもの） 頭

年間出荷頭数 頭

繁殖豚（♂・♀）年間廃用頭数 頭

年間肉用子豚出荷（同一経営の農場間移動を含む）頭数 頭

種豚候補豚（純粋・F1頭）出荷（同一経営の農場間移動含む）頭数 頭

肉豚出荷日齢平均（生後日齢） ．

肉豚出荷体重平均（生体） ． ㎏

肉豚1頭当り枝肉重量平均 ． ㎏

繁殖成績（平成21年01～12月の数値）

1腹当り（1分娩当り）平均哺乳開始頭数 ． 頭

1腹当り（1分娩当り）平均離乳頭数 ． 頭

平均育成率（イ÷ア×100） ． ％

平均受胎率（受胎母豚数÷種付母豚数×100） ． ％

平均分娩率（分娩母豚数÷種付母豚数×100） ． ％

母豚の年間平均分娩回数（年間分娩数÷常時子取り用雌豚頭数） ． 回

事故率（平成21年01～12月の数値）

子豚舎・子豚豚房（離乳後～肥育組入れまで） ． ％

肥育舎・肥育豚房（肥育組入れ～出荷まで） ． ％

枝肉等の成績（格付）

格付している割合

日格協の格付（年間日格協格付頭数÷年間出荷頭数×100） ． ％

自主格付（年間自主格付頭数÷年間出荷頭数×100） ． ％

格付してない割合（年間格付してない出荷頭数÷年間出荷頭数×100） ． ％

． ％

上物率（(年間「極上」+「上」の頭数)÷年間格付頭数×100） ． ％

イ

3

ア

A

B

計

ウ

01 0 0

出荷頭数等（平成21年01～12月の総頭数）

Ⅱ． 飼養頭数（平成22年11月01日現在）

1

2

3

4

3

4

5

Ⅲ．

1

2

3

Ⅳ． 肉豚出荷日齢、出荷体重、枝肉重量（平成21年01～12月の数値）

1

2

日齢

Ⅴ． 繁殖成績・事故率・枝肉等の成績

1

ア

イ

ウ

エ

オ

イ

2

ア

カ

－45－



現在の発情期の交配（授精）回数（○は1つだけ）

( ) 1回

( ) 2回

( ) 3回以上

( ) 不明

現在の交配方法（○は1つだけ）

( ) 自然交配のみ（人工授精は全く行っていない）

( ) 自然交配を主とし、人工授精を従としている

( ) 人工授精を主とし、自然交配を従としている

( ) 人工授精のみ

交配方法の対象雌豚割合（平成21年01～12月の実績）

自然交配のみで交配している雌豚 ． ％

自然交配と人工授精を併用している雌豚 ． ％

人工授精のみで交配している雌豚 ． ％

． ％

人工授精を実施している方（前頁の2でイ、ウ、エと回答した方のみ）

精液の入手方法について

( ) 全て自家産（同一経営の別農場産も含む）

( ) 全て外部（都道府県畜産試験場、民間人工授精所等）から導入

( ) 自家産と外部導入の併用

外部導入・自家生産精液本数とボトル当りの容量（パックも含む）

外部導入本数（年間） 本

自家生産本数（年間） 本

希釈した精液の濃度（精子数）

外部導入した希釈精液の濃度 1ccあたりの精子数 万個

自家生産した希釈精液の濃度 1ccあたりの精子数 万個

人工授精の今後の意向を伺います（アからオの中から１つだけ○）

（ ） 人工授精を今後も実施する（○をした方はＡからＣに１つだけ○）

（ ） 人工授精の割合をふやしたい

（ ） 人工授精の割合を維持したい

（ ） 人工授精の割合を縮小したい

（ ） 人工授精を止めたい

（ ） 人工授精を直ぐに導入する予定（導入したい）

（ ） 人工授精の導入を今後検討していない

（ ） 今後も人工授精の導入は考えていない

Ａ

Ｂ

Ｃ

イ

エ

5

オ

ア

ウ

エ

イ

ウ

2

ア

エ

Ⅵ． 交配方法（一貫経営・繁殖経営の方のみ記入）

1

ア

イ

ウ

cc

cc

イ

ﾎﾞﾄﾙ

ﾎﾞﾄﾙ

容量

ア

0 0

3

4

ア

ウ

イ

計 1 0

容量

ウ

億

億
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現在給与している飼料

市販配合飼料 （配合割合等を指定してメーカーに配合させたもの(指定配)を含む）

． ｔ ／ 月

自家配合飼料 （単味飼料等の原料を調達して自ら配合・調整したもの）

． ｔ ／ 月

食品残さ等ﾘｻｲｸﾙ飼料

（例）ビール粕

品名： ． ｔ ／ 月

品名： ． ｔ ／ 月

品名： ． ｔ ／ 月

品名： ． ｔ ／ 月

品名： ． ｔ ／ 月

品名： ． ｔ ／ 月

飼料米 （市販の配合飼料に含まれているものを使用している場合を除く）

． ｔ ／ 月

食品残さ等、リサイクル飼料を現在使用している方及び昨年まで使用していた方に伺います

前年に比べての増・減（○は１つだけ）

（ ） リサイクル飼料の使用量は前年と同じ

（ ） リサイクル飼料の使用量は前年より増加している

（ ） リサイクル飼料の使用量を前年より減らしている

（ ） 平成21年8月1日以降新たにリサイクル飼料を使用するようになった

（ ） 平成21年8月1日以降リサイクル飼料の使用を中止した

リサイクル飼料の今後の利用意向（○は１つだけ）

（ ） リサイクル飼料の利用をこのまま継続したい

（ ） リサイクル飼料の利用を拡大したい

（ ） 新たにリサイクル飼料の使用を始めたい

（ ） リサイクル飼料の使用割合を減らしたい

（ ） リサイクル飼料の使用を中止したい

（ ） これからもリサイクル飼料を使うつもりはないカ

エ

オ

ウ

オ

ア

イ

ウ

期限切れ加工食品

Ｆ

食品加工残さ

調理残さ

農産物残さ

1

ア

イ

ウ （Ａ～Ｆの原料として加熱乾燥、発酵、液状化(リキッド)等の処理により
  飼料化したもの。なお、市販飼料に含まれているものを使用している
  場合を除く）

食品製造粕

Ⅶ． 給与飼料

3

エ

2

エ

ア

イ

厨芥等

Ａ

Ｂ

Ｃ

Ｄ

Ｅ
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( )

( )

ア ( )

イ ( )

ウ ( )

( )

( )

( )

ア ( )

イ ( )

ウ ( )

( )

( )

ア ( )

イ ( )
ウ ( )
エ ( )

オ ( )

A ( )

B ( )
C ( )

D ( )

E ( )

F ( )

今年度中に廃業する計画がある

具体的に

環境問題のため

その他

負債があるため

儲からないから(資材高騰等)

Ⅸ． 養豚経営の今後の意向（1～3の中から○は1つだけ）

1 経営を拡大する　（○をした方はア～ウの何れかに1つ○）

3

今後規模拡大を検討したい

来年度以降3年以内に規模拡大する計画がある

2 現状を維持する

経営を縮小する　（○をした方はア～オの何れかに1つ○）

近く廃業したいと考えている

今年度中に規模拡大する計画がある

今後縮小を検討したい

今年度中に縮小する計画がある

3年以内に縮小する計画がある

労働力が確保できないため

（エ、オに○をした方はA～Fの何れかに1つ○）

後継者がいないため

Ⅷ． パソコンの利用状況（1～4の中から○は1つだけ）

1 仕事で利用するパソコンがあり、インターネットにも接続している

2 仕事で利用するパソコンがあるが、インターネットには接続していない

（1，2に○をした方はア～ウの何れかに1つ○）

飼養管理にパソコンを利用している

今後、飼養管理にパソコンを利用しようと考えている

4 パソコンを所有・利用していない

飼養管理にパソコンを利用していないし、利用の考えもない

3 個人的にパソコンを所有しているが、仕事では利用していない
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みやぎエコフィード協議会

〒983-0832

宮城県仙台市宮城野区安養寺３丁目11-24

社団法人　宮城県畜産協会

経営支援課内
TEL　022-298-8473
FAX　022-292-5395

1

2 報告書は、HP等を通じて公表いたします。

アンケートへのご協力ありがとうございました。

調査票の送付について

1

問 合 せ 先

2

記入を終えた調査票については、調査票が入っていた封筒に返信用の封筒が入っておりま
すので、返信用封筒に入れ、封をしてからポストに投函下さるようお願いいたします。

調査票を投函する期限については、平成22年12月15日とさせていただきます。気が付かず
期限が過ぎてしまった場合には、恐れ入りますが、本協議会までお問い合わせください。

最終調査結果については、簡単な報告書として取りまとめます（集計結果は市町村単位、
個人単位の情報は一切公表いたしません）。

誠に恐縮ですが、ご記入内容をもう一度ご確認くださいますようお願い申し上げます。

調査結果の取扱いについて

－49－
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 飼料化製造業者へのアンケート結果について

平成22年度の内容について、平成23年１月１日現在県内で飼料製造業者に対してアンケ

ートを実施した。

今回のアンケート結果については、以下のとおりとなった。

ア．回答数

回答数は、73社へ調査依頼をし、49社よりから回答があり、67％の回答率となった。

イ．食品廃棄物の飼料化（エコフィード）の有無

回答頂いた49社のうち、エコフィードに取り組んでいる業者は、57％（28社）だった。

食品残さを扱っている数は平均では2.3種類となった。

28社のうち、１つの食品を扱っているのは約半数の13社となっている。残りの15社に

ついては、２～５種類の食品残さを扱っており、平均すると3.4種類の食品残さを扱って

いることとなった。

ウ．平成21年度実施したエコフィード原料

県内でエコフィードとして使用されているものは、ふすまやビール粕等35種類となっ

た。回答頂いた業者だけでの合計では、平成22年度で112,415.6tのエコフィードの原材

料を加工したこととなる。

加工量で多いのは、ふすま62,154t（55％）、ビール粕11,680t（10％）、魚アラ8,000t

（７％）、米ぬか7,397t（７％）、ビートパルプ7,161t（６％）となっている。

取扱い業者数では、県内の述べ業者としては69社あり、うち米ぬか９社（13％）、ふす

ま７社（10％）、ビール粕・豆腐粕・麺屑が各５社（７％）となっている。

エ．今後受入可能なエコフィード原料

今後受入として増える分としては、昆布やふすま等の19種類となっている。回答頂い

た業者だけでの合計では、16,783t増加する見込みとなる。

新たな原料としては、昆布、ワイン粕、酒かす、ごはん類となっている。

オ．現地視察

２社の飼料化業者へ現地調査させて頂いた。エコフィードの原料を扱う理由は、違う

理由であったが、２社とも共通している点としては、「畜産農家が、ＴＭＲを使うことに

よって給与時間を短縮し、残った時間を家畜管理等の時間として有効に活用して頂きた

い。」と言う言葉でした。

なお、２社ともに現在使用しているエコフィードの原材料だけではなく、今後も新た

なあ原材料を取入れ活用して行きたいと前向きな回答であった。

また、１社については、今後飼料だけでなく、家畜を導入し飼養管理も実践したいと

のことであった。
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平成21年度実施したエコフィード原料の割合

62,154t
5社
55%

11,680t
3社
10%

8,000t
1社
7%

7,397t
5社
7%

7,161t
3社
6%

3,295t
1社
3%

1,760t
3社
2%

10,969t
40社
10%

ふすま

ビール粕 

魚アラ 

米ぬか

ビートパルプ 

ウィスキー麦粕

豆腐粕

その他（生麺、おから、菓子屑など）

今後受入可能なエコフィード原料の割合

1,500t
1社
19%

1,000t
1社
13%

600ｔ
1社
8%500ｔ

1社
6%

300ｔ
1社
4%

200ｔ
1社
3%

3,693t
13社
47%

昆布

魚類残さ

パン類

生麺類

ホエイ

ワイン粕

その他（米ぬか、ふすま、ビール粕、
豆腐かすなど）

調査回答率

回答

49社

67%

未回答

24社

33%

食品廃棄物飼料化（エコフィード）の有無

有

28社

57%

無

20社

41%

未回答

1社

2%

合 計

７３社 合 計

４９社

合 計

６１社

１１２,４１５ｔ

合 計

１９社

７,７９３ｔ
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原料の種類 受入量 受入の方法 飼料化量 飼料製造する種類 販売単価 原料の種類 受入量 受入の方法 飼料化量 飼料製造する種類 販売単価

1 ㈲　アグリテック宮城
栗原市一迫柳目字
　　　　　　　　中山54-7

0228-52-2087 0228-52-2108 狩野

2 阿部商店 石巻市流留字家前10-8

3 ㈱　稲井 塩釜工場 塩釜市新浜町三丁目25-14 022-365-6271 022-365-6273 亀山裕 無 - - - - - - - - - - - -

4 ㈱　北上食品工業
登米市東和町米谷字
　　　　　　　　　　元町166-3

0220-42-2140 0220-42-2186 kinfo@kitashoku.co.jp 飯塚哲朗 有 おから 300 自社産 18 単体

5 ㈱　木の屋石巻水産 石巻市魚町一丁目11-4 0225-23-1234 木村 無 - - - - - - - - - - - -

6 生麺 310 310 - - 植物性原料　製品ロス - - - - -

7 納豆 10 10 - - - - - - - -

8 豆腐 75 75 - - - - - - - -

9 野菜屑 31 31 - - - - - - - -

10 ゴールド興産　㈱ 大崎市古川旭五丁目3-26 0229-22-1546 0229-24-2428 umami@goldkousan.co.jp 青沼武三 無 - - - - - - - - - - - -

11 ㈱　サイボク飼料
栗原市高清水
　　　　　　　影の沢38-243

0228-58-2144 有 生麺等乾燥物 - 購入 - 混合配合 - - - - - - -

12 ホエイ 60 自社産 60 混合配合 ホエイ 300 自社産 300 混合配合

13 茶殻 36 購入 36 混合配合 茶殻 120 - 120 混合配合

14 乾燥おから 3 購入 3 混合配合 乾燥おから 10 - 3 混合配合

15 ビートパルプ 1 - - - ビートパルプ 3 - - -

16 サッポロビール　㈱ 仙台工場
名取市手倉田字
　　　　　　　八幡310-1

022-382-3781 022-384-4107 有 ビール粕 11,400 自社産 5,400 単体 - - - - - - -

17 塩釜水産飼料　㈱ 塩釜市新浜町三丁目25-3 022-364-3621 022-364-3622 大友偉也 有 魚アラ 8,000 購入 1,680 混合配合 90 - - - - - -

18 清水港飼料　㈱ 石巻工場 石巻市三河町11 0225-22-9262 有

19
米ぬか、ふすま、ビール粕、
  豆腐かす（製造段階）

5,000 購入 5,000 混合配合
米ぬか、ふすま、ビール粕、
豆腐かす（製造段階）

2,000 購入 2,000
混合配合、
リキッドフィード

20
米ぬか、ふすま、ビール粕、
豆腐かす（加工段階）

1,300 購入 1,300 混合配合
米ぬか、ふすま、ビール粕、
豆腐かす（加工段階）

1,000 購入 1,000
混合配合、
リキッドフィード

21 太協物産　㈱ 長浜事業所 石巻市魚町一丁目11-3 0225-93-1133 宇寿山 純一 有 魚類残さ 購入 単体 魚類残さ 購入 単体

22 大洋エーアンドエフ　㈱ 石巻食品工場
石巻市川口町
　　　　　　　二丁目4-39

23 生麺 416 購入 208 混合配合 生麺類 500 産廃として 250 混合配合

24 せんべい 26 購入 20 混合配合 菓子屑 100 産廃として 80 混合配合

25 米類 14 購入 7 混合配合 ごはん類 100 産廃として 50 混合配合

26 練り製品 12 購入 6 混合配合 練り製品 100 産廃として 50 混合配合

27 - - - - - - パン類 600 産廃として 400 混合配合

28 米ぬか 17 購入 17 混合配合 152,250 - - - - - -

29 ふすま 4 購入 4 混合配合 - - - - - - -

30 東和石灰工業　㈱
登米市東和町
　　　　　米谷字新大沢4

0220-44-3011 0220-44-3779 菅原宣彦 無 - - - - - - - - - - - -

31 焼酎粕 80 購入 - 混合配合 - 酒粕 120 購入 - 混合配合 -

32 - - - - - - ワイン粕 200 購入 - 混合配合 -

33 - - - - - - おから 60 購入 - 混合配合 -

34 - - - - - - 醤油粕 60 購入 - 混合配合 -

35 永根物産 大崎市岩出山浦小路6-1 0229-72-0192 0229-72-0191 永根民司 有 ビール粕 216 購入 360 混合配合 28,000 - - - - - -

36 バイオバンク　㈱ 仙台工場 名取市飯野坂字南沖102 022-382-7210 022-382-7232 kamata@bio-bank.co.jp 鎌田勝彦 有 米ぬか 480 購入 430 混合配合 342,000 - - - - - -

37 丸山　㈱
蔵王町大字円田字
　　　　　　　　杉ヤラ12-5

0224-33-2202 0224-33-4224 y@zao.biz 佐藤義則 無 - - - - - - - - - - - -

38 みやぎ海洋飼料　㈱ 石巻市魚町1-11-3 - - - - - - - - - - - - -

大郷町川内字南別所2-7 022-359-8077 narrin@technowave.ne.jp 加藤宏明 有

有佐々木史洋0229-23-2967
大崎市古川江合
　　　　　　　錦町2-7-35

㈲　東北EM流通センター

ナーリン　㈱

栗原市高清水
　　　　　　　影の沢38-149

ｴｺﾌｨｰﾄﾞﾌｧｸﾄﾘｰ
　　　　　　高清水

（農）高清水養豚組合

有

有辺見良一

sueoka32@sueoka-harvest.co.jp

0228-58-27680228-58-2803

財団法人　蔵王酪農センター

スエオカハーベスト　㈱
登米市石越町北郷字
　　　　　　　　　西門18-2

0228-34-2155 0228-34-2150

有大和憲男seisan@zao-cheese.or.jp0224-34-33130224-34-3311
蔵王町遠刈田温泉字
　　　　　　七日原251-4

今後、さらに受け入れ可能なエコフィード原料

㈲　クリーン北上 有石森晴彦clean-k@msj.biglobe.ne.jp0225-72-20180225-72-2875石巻市和渕字笈入33

FAX Eメールアドレス 担当
エコフィード
してますか
（有・無）

21年度に飼料化実施したエコフィード原料の種類・販売状況等
住所 電話番号No. 事業者名 事業場名
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３ 漬 物 加 工 業 者





 漬物加工業者へのアンケート結果について

平成22年度の内容について、平成23年１月１日現在県内で飼料製造業者に対してアンケートを実施

した。

今回のアンケート結果については、以下のとおりとなった。

なお、今回漬物加工業者へアンケートを実施した理由としては、最近の研究により、漬け物乳酸菌

発酵液（漬け汁）が家畜の飼料として有用である可能性が示され、発酵液中には、家畜の成長促進作

用を認めるアルギニンが極めて多く、また旨み成分として知られるグルタミン酸量も多く，乳酸菌や

その代謝産物の生理機能性に期待されている。

そのため、県内の漬け汁の状況把握を目的に、漬け物の種類や乳酸菌発酵の現状、年間廃棄量、将

来的な乳酸菌発酵への取組に関するアンケートを実施した。

ア．回答数

回答数は、100社へ調査依頼をし、22社よりから回答があり、22％の回答率となった。

イ．乳酸発酵を利用した漬物製造の有無

回答頂いた22社のうち、乳酸菌発酵の漬物は、14％（3社）だった。

ウ．漬物に利用した食品の種類

回答頂いた業者だけでは、 ９種類となっている。回答頂いた業者だけでの合計では、平成22年

度で3318.41tの漬物を製造していることとなる。

加工量で多いのは、大根2690.2t（81％)､大根260.8t（８％）、野菜120t（８％)､きゅうり108.4t

（３％）、ナス100.1t（3％）となっている。

エ．漬物汁

平成21年度の排出された漬物汁は、全体で443.37tとなった。

内訳として白菜350.1t（78.9％）、野菜100t（22％）、きゅうり42.17t（９％）となっている。

今回の調査にあたり、漬物加工業者が畜産団体からの調査と言うことにより回収率が低い状況とな

った。
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平成21年度 漬物にした食品の種類

2,690.2t
6社

81%
260.8t
4社

8%

120t
1社

4%

108.4t
5社

3%

100.1
2社

3%

38.9t
9社

1%

白菜 

大根 

野菜

きゅうり 

茄子 

その他

調査回答率

回答

22社

22%

未回答

78社

78%

乳酸発酵を利用した漬け物製造の有無

有

3社

14%

無

17社

77%

未回答
2社

9%

合 計

１００社

合 計

２２社

食品別漬物汁排出量

350.1ｔ

5社

79%
7.5ｔ

3社

2%

32.5ｔ

3社

7%

42.17ｔ

5社

10%

11.1
3社

2%

白菜

大根

野菜

きゅうり

茄子

合 計

２７社

３,３１８ｔ

合 計

１９社

４４３.３７ｔ
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排出量 排出先
排出
方法

処理
料金

1 有限会社　森昭 989-0227
白石市田町
１丁目５番４３－２号

0224-26-2327 lafo@misoya.jp 森昭孝 無 味噌粕 - 無 1 小売 0.5 - 廃棄物 5,000

2 茄子

3 大根

4 白菜

5 きゅうり

6 大根 0.3 無 0.3 直売 0
自家
処理

- -

7 白菜 0.2 無 0.2 直売 0.1
自家
処理

- -

8 茄子 0.1 無 0.1 直売 0.1
自家
処理

- -

9 きゅうり 0.2 無 0.2 直売 0.1
自家
処理

- -

10 社会福祉法人　矢本愛育会 989-4203
美里町美里町練牛字
十二号４８番地１

0229-58-2877 0229-58-3650 nogiku@ial.itkeeper.ne.jp 寺井尚子 無 白菜 0.01 無 0.04 直売 -
自家
処理

廃棄物 -

11 グリーンライブ　株式会社 989-4511
栗原市瀬峰
新田沢１２－１１

0228-59-2305 t-nikami@ic-mt.cr.jp 二上達也 無 白菜 無 350 小売 -

12 梅干し 6 無 5 直売・小売 - - - -

13 みそ 2 無 2 直売・小売 - - - -

14 石川食品 株式会社 981-0501
東松島市赤井字
新川前５－３

0225-82-2481 0225-82-2433 清水石勝洋 無 - - - - - - - - -

15 株式会社　みなみかた町振興公社 987-0445 登米市南方町翌沢７０－１ 0220-58-4111 0220-58-3756 hanashoubuosato@image.ocn.jp 高橋正勝 無 - - - - - - - - -

無伊藤h-ito@teisuthi.co.jp

豊屋食品工業　株式会社

有限会社　ティスティ伊藤

村田町大字沼辺字
牡丹山８６－１

989-1321有限会社　サン・ファーム韮神

石巻市中島字
和泉沢畑２－１９－１

986-0103

0224-55-46750224-55-1071
柴田町大字下名生字
八剱２０

989-1613

0225-62-0349

電話

無村上伸一0224-53-1524

FAX Eメール 担当者No. 営業者 〒 施設住所

漬物汁

-yutakaya@ruby.ocn.ne.jp

販売量
加工
方法

乳酸発酵
の漬物を

製造

食品の
種　類

受入量
販売
方法
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Ⅲ みやぎエコフィード実証協議会 構成員





業　　　種

所　　　属

役　　　職

県 職 員

農林水産部畜産課

技 術 副 参 事

県 職 員

指 導 班

班 長

県 職 員

指 導 班

班 長

県 職 員

指 導 班

班 長

県 職 員

指 導 班

班 長

県 職 員

畜 産 振 興 班

班 長

県 職 員

畜 産 振 興 班

班 長

県 職 員

酪 農 肉 牛 部

部 長

団 体 職 員

牧 場 管 理 班

班 長

団 体 職 員

畜 産 部

部 長

団 体 職 員

常 務 理 事

団 体 職 員

指 導 課

課 長

団 体 職 員

生 産 部

部 長

生 産 者

会 長

団 体 職 員

生 産 部

部 長

食 品 会 社

社 長

生 産 者

生 産 者

NPO 法 人

会 員

食 品 会 社

製 造 二 課

課 長

団 体 職 員

常 務 理 事

氏　　名

山 田 稲 生1 宮城県

団　　体　　名№

2 大河原家畜保健衛生所

仙台家畜保健衛生所3

橋 本 和 広
北部地方振興事務所
栗原地域事務所　畜産振興部

北部家畜保健衛生所

東部家畜保健衛生所

東部地方振興事務所　畜産振興部

谷 津 直 子

吉 野 淳 良

宮城県畜産試験場

社団法人　宮城県農業公社

全国農業協同組合連合会　宮城県本部

社団法人
宮城県配合飼料価格安定基金協会

みやぎの酪農農業協同組合

宮城県酪農農業協同組合

宮城県養豚経営者会議

財団法人　蔵王酪農センター

仙台コカ・コーラプロダクツ　株式会社

沼辺牧場

村上牧場

ＮＰＯ法人　エコフィード研究会

太子食品工業古川清水工場

社団法人　宮城県畜産協会21

20

19

18

17

16

15

14

13

12

11

10

9

8

7

6

5

4

沼 邊 孝

藤 本 長 之

菅 原 勝 則

石 川 勇 志

飯 塚 倫 康

神 山 耕 一

日 向 一 朗

菅 井 啓 二

渡 邊 和 夫

沼 邊 一 郎

村 上 善 吉

佐 藤 隆 亮

菅 原 健 治

秀 島 理 明
県内の畜産農家に対して経営コンサル、
ワクチン接種、子牛補給金制度等を実施
している

県の行政機関

県出先機関

県出先機関

県出先機関

県出先機関

県出先機関

県出先機関

県試験・研究機関

農地転売や畜産公共事業、
農業基盤整備、公共牧場の管理を実施

家畜市場の開催、食肉の流通、
家畜の改良・生産に関する指導を実施

県内の配合飼料価格安定基金の管理・運営

酪農に関する集乳・指導等を行う

酪農に関する集乳・指導等を行う

県内の養豚農家による団体で、経営向上
に
向けて研修会等を実施している

乳牛の飼育、乳製品の加工を行っている

飲料水を主に製造、販売業者

肉用牛肥育農家

肉用牛肥育農家

エコフィードの製造・販売、新製品の
開発を行う

豆腐等を製造、販売業者

主な業務内容 役　　割 備　考

公的な助言者

公的な助言者

公的な助言者

公的な助言者

公的な助言者

公的な助言者

公的な助言者

公的な助言者

助言者

助言者
（肉牛全般）

助言者
（飼料関係）

助言者
（酪農）

助言者
（酪農）

助言者
（養豚）

実証試験
事業実施者

排出業者

実証試験農家

実証試験農家

平成21年度
事業実施者

排出業者

事務局
食品残さの飼料化
に関する専門知識
を有する者

食品残さを飼料化
する者を排出する
者

食品残さを飼料化
する者

食品残さを利用す
る者

食品残さを利用す
る者

食品残さを飼料化
する者を排出する
者

食品残さを飼料化
する者

食品残さの飼料化
に関する専門知識
を有する者

食品残さの飼料化
に関する専門知識
を有する者

食品残さの飼料化
に関する専門知識
を有する者

食品残さの飼料化
に関する専門知識
を有する者

食品残さの飼料化
に関する専門知識
を有する者

食品残さの飼料化
に関する専門知識
を有する者

食品残さの飼料化
に関する専門知識
を有する者

食品残さの飼料化
に関する専門知識
を有する者

食品残さの飼料化
に関する専門知識
を有する者

食品残さの飼料化
に関する専門知識
を有する者

みやぎエコフィード実証協議会　構成員名簿

食品残さの飼料化
に関する専門知識
を有する者

食品残さの飼料化
に関する専門知識
を有する者

食品残さの飼料化
に関する専門知識
を有する者

食品残さの飼料化
に関する専門知識
を有する者

高 橋 伸 和

漆 山 昌 芳

日 野 義 彦

－63－
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